
18 社内検定認定制度　活用事例

（ 1 ）社内検定制度の概要
株式会社伊藤園 ( 以下「伊藤園」という。) は、平
成 6年から社内独自の検定制度を実施してきたが、
平成 29 年 3 月に厚生労働省の認定を受け、「伊藤園
ティーテイスター社内検定」と改称している。
試験は年に 1回実施、レベルに応じて 1～ 3 級ま
であり、各級とも学科、検茶、口述の試験が行われ、
お茶の文化や健康性、製造工程などの幅広い知識と、
お茶のいれ方やお茶の産地・品種の見分けなどの技
能が求められる。
受検対象は関連会社を含めた伊藤園グループ全従
業員である。お茶に関わる会社の従業員として、全
社員が必要な知識と技能であるため、特定の職種に
限らず、隔たり無く受検している。

伊藤園は茶葉と茶系飲料を中心とする商品を取
扱っている。その強みを発揮してお茶の魅力を社内
外に発信していくために、従業員がお茶に関する高
い知識と技術を持つことが今後増々必要になると考
え、それらの実現のためにティーテイスターを社内
検定認定制度に申請することとした。
また、伊藤園の長期ビジョンである「世界のティー
カンパニー」の実現に向けて、さらなる知名度の向
上、従業員の技術に対する社会的評価の向上につな
げることも厚生労働省の社内検定認定制度への申請
目的である。

（ 2 ）背景・目的

❶ 認定前
認定前の伊藤園独自の制度から社内検定認定制度
へ申請する際に、従業員の技能向上を図るため、試
験の仕組みを再構築した。
具体的には、各級合格者に求める知識とそれに合
致する試験の難易度を改めて見直したことと、検茶、
口述の試験の合格基準をこれまで以上に明確化する
ため、より詳細なチェックポイントを設定したこと
が挙げられる。
例えば、以前の口述試験では、評価者によって評
価にばらつきが生じることもあった。社内検定認定
制度への見直しにあたって、詳細なチェックポイン
トを設定し、試験直後に各評価者が意見を出し合う
ことで、評価者によるばらつきを生じにくくした。

❷ 認定後
昨今、訪日外国人旅行客の増加などを背景に、日
本の食文化である“お茶”への関心が高まっている。
特に抹茶は飲用だけでなく料理やデザートなど用途

（ 3 ）構築前後の取組
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◆業種 … 食料品製造業
◆従業員数 … 5,205名(令和6年4月現在)
◆受検者数 … 約1,500名/回

株式会社伊藤園

社内検定の構築により、社内外から伊藤園ブランドへの信頼度が向上。
販売促進時に資格保有者の幅広い知識と高い商品説明力が好評である。
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も広がっており、従業員が抹茶への広く深い知識を
持つことが不可欠だと判断し、試験問題に取り入れ
た。
また、伊藤園は全国各地に従業員が駐在してお
り、学科試験を全国の主要都市会場にて実施してい
たが、一部地域では会場までの利便性が悪いなどの
課題があった。そこで、令和 5年度より学科試験を
CBT方式に変更した。CBT方式にすることで、従
業員が居住地付近のテストセンターで受検可能とな
り、利便性が向上したため、受検者増加に繋がった。

上位級の受検にあたり、茶道に関する概略の知識・
技能修得の支援として研修制度を整備している。
また、資格保有者に対して、お茶の啓発活動の対
価として「認定資格手当」を支給している。1級、2
級資格保有者には、「厚生労働省認定社内検定」と取
得級を表示したバッジ (1 級は金色、2級は銀色 ) と
作務衣（1級は黒色、2級はウグイス色）が配付され、
それを用いて社外でのお茶の啓発活動を行うことが
できる。

（ 5 ）構築の効果・メリット
❶社内検定構築に取り組んだことによる
　メリット
社内検定構築にあたって、お客様の前でお茶を振
る舞う場面を意識した検定内容に見直した。その結
果、より実践的な検定へとレベルアップすることが
できたと考えている。
また、伊藤園では、従業員にお茶に関する社内教
育用テキストをデータ配信しているが、社内検定の
構築にあたって関連文献を参考にし、必要な知識と
技能を再整理した。その結果、従業員がお茶を広め
る啓発活動をするための基礎情報を集約し充実でき
たと考えている。

（ 4 ）人事制度・待遇面との連携

❷社内検定を構築し認定を受けたことによる
　メリット
認定後、伊藤園ブランドの知名度、信頼感が上がっ
ていると実感している。例えば、スーパーマーケッ
トには「棚割り」と呼ばれる商品ラインアップを決
める作業があるが、それを伊藤園に任せる店舗が増
加した。これは、伊藤園が全国の幅広いお茶を取扱っ
ていることに加え、個々の営業担当者が、社内検定
によりお茶の文化や歴史的背景、健康性、昨今の市
場動向などの正確かつ多角的な知識を身に付けてお
り、信頼されているからだと考えられる。
店舗などでの販売促進においても資格保有者は顕
著な実績を示している。伊藤園の従業員がお客様に
直に接して商品を説明し、その中で、検定受検で得
た知識や技能がお客様に評価され、安心して商品を
買っていただけることにつながっている。同時に、
従業員としても、お客様目線やニーズをつかむ機会
が増え、知識や技能の向上意欲がこれまで以上に高
まっている。


